
•g GOODBYE ISP, HELLO ISPRS•h

(株)国立京都国際会館 営業部 上田 啓之

振 り返 れ ば,昭 和58年 春,会 議 第一課 に配 属替 え と

なって しば ら くの頃 で あっ たろ うか。ICSと い う会社

の 見積 りを再 見積 りせ よ と,手 渡 された 資料 がISPRS

で あ った。東 京大 学生 産 技術研 究所 の村 井俊 治先 生 が

来館 され,KICHの 経 費 が こん なにか か る とは思 えな

い と相談 が あ った とい う。台帳 を調 べ て いる と,会 議

の 第二課 に配 属 となった辻 君 が,実 は,と 言 って これ

までの コンタ ク トの状 況 を記 した カー ドをみせ て くれ

た。 昭和57年2月 の初 旬,パ シフ ィ ッ ク航業(現 パ ス

コ)・ア ジア航 測,国 土 地理 院 に コン タ ク ト,東 大 生研

の村 井先 生 に照会 すべ し との こ とで,村 井先 生 にお伺

い して み る と,ISPRSは,展 示会 が 会議 と同様 に重要

視 され る会議 で,東 京 です る方 が楽 で あ るが 東京 に は

両者 を兼 ね備 えた施 設 が ない。 日本 開催 の可能 性 につ

い ては,1984年 はブ ラ ジルで開催 され,1988年 に 日本

開催 とな る と二度 ヨー ロ ッパ を離 れ るため 出展 者 が ど

う考 えるかが 問題 。 また,建 国 二百年 を迎 え るオー ス

トラ リア との 声 もあ る。 しか し,日 本市場 に対 す る出

展 者 の期待 感 も高 い とい うこ とで あっ た よ うだ。

家 内 と私 とは昭和57年 に結 婚 す る まで,企 画調査課

に勤 務 し,国 際 本 部 へ の 会 議 開 催 ア ンケー ト調 査 を

行 って いた こ とが あ る。昭和57年1月8日 付 けのISP

(当時は,ISPRSで なか っ たよ うだ)会 長FrederickJ.

Doyle氏 の返 信 が ある。家 内 がDoyle会 長 宛 の返信 と

送 付 資料 を準備 して いた こ とは,こ うなって み る と因

縁 深 い。

見積 書 を作 って生 研 を訪 れた のは,昭 和58年6月 で

あ った ろ うか。 金額 的 には村 井先 生 の予想通 りの減 り

具合 で,日 本開 催 な らば京都 とい う意 向が 強化 された

よ うに感 じられ た。 会期 が梅 雨 にあ た るこ とを心配 す

る と,ホ テル料 金等参 加 者 に有 利 な条件 を設定 す るた

め の こ と と分 か っ た。“会 議屋 さんは,す べ てお膳 立 て

を しますか ら,先 生 は じっ として い ただ いて結構 であ

る,と まるで私 を王様 扱 い して くれ る。上 田 さん!会議

とは そ ん な もの で すか?” とお尋 ね に な られ る。 “は

あ一,い や 一。そ うい うわけ には… …”“そ うで しょ う。

そ う じゃないで し ょう。こ こは生研 で す。”“は あ一?”

“ポス ター ・セ ッ シ ョンの ブー ス な ども 自分達 で つ くり

ます。 生研 です か ら材 料 と道具 もあ ります。 これか ら

国際 舞 台 に出 る人は,何 で も 自分 で出来 な くて は役 に

立 ち ませ ん。 若 い人 々 に会 議 の運営 を経 験 して もら う

つ も りです。ISPRSは 古 い ヨー ロ ッパ の伝 統 と半 パ ン

ツ のア メ リカ体 質 の二 本建 て で,こ れ をなん とかす る

た め には,ア ジアの代 表 として 日本 が活 動す るよ り他

にあ りませ ん。無 償 の調査 活動 を申 し出 る と,当 初 は

警戒 され ま したが,ア ジア諸国 も リモー トセ ンシ ング

技術 の修得,人 材 の養 成 に力 を入 れ るよ うにな りま し

た。”か くて,毎 年 ア ジア・リモー トセ ン シング会議 を

開催 して こ られ た とい う。何 と,会 議 屋 さん以上 の会

議 屋 さんで あ る。
“会 議 場の こ とは上 田 さんで い いです ね

。展 示 は浅

井 さん,保 税 は木村 さん ですね 。” “い ざ となる と,病

気 にな る人が い ますが,人 間死 の うと思 っ て死ね るも

ので は あ りませ ん よね 。私 は死 ぬ気 で ボー トを漕 ぎつ

づ け よ うと して,ゴ ー ル に入 った時 気 を失 った こ とが

……
。”半端 じゃない。私 は中央 ア ジアの石 窟 に ある仏

像 を想 い浮べ た もので あ る。 この村井 先生 に して藤 野

さん あ り。呑気 な私 よ り,は るか に決 断 が早 い。会 議

の準備 はサブ ・プ ロ グラム委 員会 で行 わ れ る と聞 き,

一 度委 員会 に出席 させ て いただ い たこ とが ある
。 白 日

夢 で あ った。結果 的 に は威力 を発揮 した この委員 会 で,

村 井先 生 の意 向 を問 い糺 され る役 割 を担 った藤 野 さん

は法難 とい うべ きか,余 人 に勤 ま った とは思 え ない。

法難 な らぬ 災難 といえば,登 録 デー タの 入力 ・チ ェ ッ

ク に動 員 され た橋本 ・大 野 ・越智 ・本 多 ・ス キ ッ トさ

んで あ ろ う。今 とな っては,如 何 な る災難 も思 い 出の

ひ とこ まであ る。Room552は,東 海大 学の パ ソ コン工

場 で あっ た。 パ ソ コン技 術 集 団 とで も形容 すべ きサ

ブ ・プ ロ グラム委 員会 の 土壇場 で の働 きは,デ ィオニ ュ

ソス神 の加護 を得 て,す さま じい もの が あ った。酒 の

神 を引 っ提 げ て次 々 と登場 す る役 者の 姿 に,ア シスタ

ン トも何 か を感 じ,共 に燃 えた とい う。

一社250m2合 計1
,000m2の 出展 が予 定 され て い た 四

大 商社 の 出展 が,一 社125m2そ して49m2と 激減 した と

き,こ れ は国際 問題 に な る と思 った。800m2減 は3,200

万 円の減 収 で あ り会議 の縮 小 を余儀 な くす るか らで あ
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る。 これ を時勢 のなせ るわ ざ と,違 約金 す ら要求 され

な か った。結果 的 に は,こ の穴 は他社 で ほぼ埋 め られ,

四大 商社 が 四大 でな くな り,ISPか らISPRSへ の転換

が一 気 に計 られ た感が あ った。 国際 本部 も,こ の手腕

に は “ど き り”とさせ られ た こ とで し ょう。 “お金 は 自

ら稼 ぐもの,降 って湧 い て くるはず が ない。 ね え上 田

さん?” 京都 で国 際本部 の役 員会 が 開か れ た時,東 京

で講 演 会 を開催 して経 費 を調達 し,国 際 本 部 役 員 の

人々 に も講 演料 を支 払 われ た とい う。

南 アの 出席者 に対 す る 日本 政府 の ビザ発 給停 止 に対

し,コ ネ ツ キー 会長 名 で抗議 電文 が 南ア 日本領 事館 に

送 られ た。NGO(非 政 府 団体)の 国際 会議 な らで はで

あ る。 この電 文 を リタイプ した新 人志 村 さん も,お そ

ら く二 度 とは経 験す まい。 コ ング レス ・デ ィレ クター

とい う役 割 は,国 際本 部 に対 して も,日 本 の組織 委 員

会 に対 して も責任 を負 う二足 の草鞋 であ る。両 者 の利

害 は,意 外 に一致 しな い もの で あ る。 そ して,国 際本

部対 応 は人的 に も,予 算 的 に も具体 化 され ず らい もの

で あ り,村井先 生 ご夫 妻 の個 人的 ご苦労 が しの ばれ る。

婦 人 プ ログ ラム もこの例 に洩 れ な い。 家 内 に もこっ

ぴ ど く叱 られ た。 どん な経 緯 が あれ,各 プ ロ グラム の

内容 が ご婦人 方 に伝 わ ってい ない し,チ ケ ッ ト販 売 デ

ス クに 人が居 な い。何 を打 ち合 わせ て来 た のか と。長

さんの奥 様 の思 い も同 じで し ょう。独 自の 人間 関係 を

駆使 され訪 問先 を ご手 配 され た秋 田 さんは,あ との お

礼 が大変 で あ った こ とで しょ う。しか し,“欧 米 の人 々

に はや け に親 切 で,ア ジアの人 々 には冷 淡 って事 が よ

くあ るで し ょう。 そ うい う対 応 をす る くらいな ら,何

も しな い方が よい って こ ともあ るで し ょう?” とお っ

しゃ られ た村井 先 生の奥 様 の言葉 が心 に残 ります。

圧倒 的支 持 を得 て,本 部事 務局 長 に村井 先生,第4

部 会会 長 に平井 氏 が就任 された とき,中 村 先生 をは じ

め とす る組 織委 員 会 の 念 願 が現 実 の もの とな りま し

た。次 世代 の 人材 は,サ ブ ・プ ロ グラム委 員会 か ら輩

出 され るこ とで し ょう。 予想通 りの結 果 とは い え,ご

同慶 の至 りで あ ります。 同時 に,路 傍 の夏 草 に,心 の

そ よ ぎを覚 えられ た方 も多 い こ とで しょ う。至 りませ

ぬ とこ ろ,下 田先生 をは じめ,サ ブ ・プ ログ ラム委員

会 の皆様 の,温 か い ご支 援 を頂 戴 し,志 村 さん,ア シ

ス タン トの 人々,家 内共 々厚 くお礼 申 し上 げ ます。勝

手 なが ら,酒 乱 を伴 い身体 は参 ってお りま した が,気

分 は〓 刺 たる ものが あ りました。信 じ難 い晴 天,“お金

を もら う と魂 が腐 る” との入木 橋 さん の佼成 太鼓 の響

き。 時 空が 曲が って いた のか もしれ ませ ん。 藤野 さん

SEE YOU AGAIN!
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